
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

令和４年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 自然の中で五感と生きる力を育もう。 

事業主体 

（連絡先） 

野外保育もりっこ 

090-3381－8544 

事業区分 (3)教育、文化の振興 

事業タイプ ソフト 

総事業費 582,988円（うち支援金：422,000円） 

活動写真） 

１新規参加者の増加 

２親子で自然の中で遊ぶことの楽

しさを感じる。 

３子育てに前向きに向かえる。 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

１新規参加者が全体の２割を占め

いているため。 

２アンケート①の項目で、１０割

が自然の中で遊ぶことの楽しさを

感じていると回答したため。 

３アンケート③の項目で、９割が 

そう思うと回答したため。 

3/18味噌づくり

り       

】 

 

 【目標・ねらい】 

 

・新規参加者が、通年で全体の２割を占めている状

態となった。 

・事後アンケート結果①～③の質問で「はい」と回

答した参加者の割合が全体の６割以上と予測してい

たが、上回り 9割という結果となった。 

（アンケート項目） 

①プログラムを通し、子どもが自然の中で遊ぶこ

との大切さを感じたか。 

②自分の暮らしが自然からの恵みをうけているこ

とを実感できたか。また、それはどんな時に感じ

たか。 

③プログラムを通じて子どもと一緒に自分も楽し

めたか。子育てに悩んだ時に頼れるような新たな

繋がりができたか。 

・村内の保育園にパンフレットを配布し、野外保育

もりっこの認知ができた状態である。 

森や田畑の中で四季折々の自然の恵みを感じながら、

親子でのびのびと過ごすことで、この地域での子育て

が楽しいと感じられる大人が増えること。また、子ど

もが自然の中でのびのびと育っていくこと。この２点

を最大の目的とし、年間９つのプログラムを行った。 

・４月  森の冒険に出かけよう、森のアート教室 

・５月  お馬さんと一緒に泥んこ遊び〜代かき、田植え 

・６月  森の木工教室 

・１０月 森の音楽会 

・１１月 森で収穫祭 

・１２月 森で手作りホットケーキ 

・３月  森で味噌づくり 

今年度に続き、活動の認知を広めるために、開催回数を増やし、内容も充実させていき、来年

度の新規加入者１０～１５組を目指す。 

また、親子の憩いの場として継続していけるよう受け入れ側のスタッフ体制も整えていく。 


